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末吉橋架替事業の施行協定の変更について
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（１）目 的

末吉橋は、1級河川鶴見川に架かる重要橋りょうで横浜市が管理しており、上り車線が昭和２５年、

下り車線が昭和３９年に建設され老朽化が進行しております。

また、第一次緊急輸送道路に位置付けておりますが、車道が狭く慢性的な渋滞が発生しているとと

もに、狭い歩道も歩行者の安全な通行に支障をきたしています。

以上の背景から、川崎市と横浜市の共同事業として末吉橋の架替えを行い、老朽化による損傷を解

消するとともに、通行環境の改善により交通の円滑化を図り、歩行者の安全性を確保するものです。

（２）事業概要

ア 路線名 ：県道鶴見溝ノ口、県道川崎町田

イ 道路延長 ：橋りょう部 L＝１０８ｍ

取付道路部L L＝１４３.２ｍ
ウ 幅員 ：橋りょう部 W＝１８．８ｍ

取付道路部 W＝１８ｍ

エ 施行主体 ：横浜市

オ 事業費 ：概算総額６０億円

※本市の負担割合は１／２

（国費除く実質負担額は約１５億円）

カ 事業期間 ：平成３０年１月１９日から

令和１０年５月３１日まで令

元年度令和２年度令和３年度令和４年度令和５年度令和６年度令和７年度令和８年度令和９年度令和１０年度

末吉橋架替事業の施行協定の変更について
１ 事業の目的と概要

位置図

完成予想図

至横浜 至川崎

末吉橋（現在）

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

準備工・浚渫工・仮設工・旧橋撤去

下部工

上部工（橋げたの工場製作含む）

キ 事業スケジュール
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（１）横浜市より示された変更予定金額

（２）増額の内訳

Ⅰの内訳

①地盤改良工の追加に伴う増額（河川管理者協議） 300,000千円

②安全対策工の追加に伴う増額（河川管理者協議） 330,000千円

③労務単価等の見直しに伴う増額 170,000千円

Ⅱの内訳

消費税増税に伴う増額 15,000千円

Ⅲの内訳

借地費用の確定に伴う増額 10,000千円

合計 825,000千円

（３）本市の協定負担額の増額について

本市の負担額の増は、１０年間で約４億円（国費を除く市の実質負担額は約２億円）

（４）事業期間の変更について

ア 下部工工事の入札不調により、契約が約５カ月遅延

イ 事業期間の完了予定日を令和１０年５月３１日から令和１１年３月３1日に変更

（１）これまでの経緯

平成２７年 ２月１８日 「末吉橋架替事業に関する基本協定書」締結

・架替えの施行主体は横浜市

・費用負担割合は川崎市１／２、横浜市１／２

平成３０年 １月１９日 「末吉橋架替事業に関する施行協定書」締結

・事業費概算総額は６０億円

平成３０年 ６月１１日 １回目の入札（横浜市発注工事、応札者がなく不調）

平成３０年１１月 ８日 ２回目の入札（落札）

工事名 ：末吉橋（鶴見川）架替工事（下部工）

請負金額：5,324,400,000円

令和 元年 ８月下旬 河川の浚渫工事に着手

（２）施行協定の変更協議

・横浜市と河川管理者との協議などにより、事業費の増額が必要となったため施行協定の変更が必要

・令和元年９月20日付けで横浜市より協定変更に関する協議依頼

３ 協定変更協議の概要

・・・・・Ⅰ

・・・・・Ⅱ

・・・・・Ⅲ

２ 施行協定等について

項目 当初額 変更予定額 増額

下部工工事 5,100,000 5,900,000 800,000

上部工工事 750,000 765,000 15,000

設計費 50,000 50,000 0

調査費 50,000 50,000 0

借地 50,000 60,000 10,000

事業費計 6,000,000 6,825,000 825,000

・両市は、受注者との変更契約前に、変更施行協定を締結予定（令和元年１０月末を目途）

・その後、横浜市は受注者と変更契約を締結予定

４ 今後の予定

（単位：千円）

末吉橋架替事業の施行協定の変更について

3


